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都市気候に関する研究の動向＊

昭和63年度藤原賞受賞記念講演

河　村 武＊＊

　1．まえがき

　このたびは藤原賞を頂ぎ，まことに有難うございま

す．私が都市気候の研究に手を染めたのは，大学院生の

ときです．たまたま恩師福井英一郎教授を代表者とする

文部省科学研究費による総合研究“都市気候”が行われ

てそのお手伝をしました．そのメンバーの諸先生の御厚

意で，観測資料を使わせていただき熊谷市のヒートアイ

ランドについて学位論文をまとめました．そのとき，福

井先生から，都市温度の成因論をなるべく定量的に考察

するようにと言われて，地表面構成物質の熱的性質のち

がいによる夜間冷却の差をBruntの式で見積ったり，

地表面からの長波長放射の建物による遮蔽効果が都市気

温に及ぽす影響について，今目になってみると，ごく初

歩的な考察をいたしました．その後，気象庁に移って暫

くは都市気候の研究から遠ざかっておりましたが，1970

年代のはじめ頃から，気象庁で大気汚染業務にたずさわ

るようになり，これと関連して，都市の大気環境の研究

を手がけることになりました．このような経過をかえり

みると本日藤原賞を頂戴いたしましたのは，福井先生を

はじめ大学や気象庁の多くの諸先学や友人の方々の御指

導，御鞭錘の贈物と存じます．

このような訳で本日の受賞記念講演には，都市の大気環

境の話をするのが当然と思いますが，昨年まとめた書物

（河村1987）の内容と重複する部分が多いので，今回は

都市気候研究の動向を展望し，当面する課題を提起する

ことで，これに代えさせていただくことにいたしました．
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Howard：Climate　of　London

Schmidt，PepPler：気温移動観測

Kratzer：Das　Stadtklima初版刊行

Kratzer：Das　Stadtklima改訂版刊行

Duckworthら：heat　island立体観測

都市気候総合研究（代表者　福井英一郎）

WMO都市気候学と建築気候学シンポジウム
　（Brusse1）

日本気候学会・日本建築学会：都市・建築と
　気象シンポジウム

Myrup：heatislandの数値シミュレーショソ

Clark：シンシナティにおける　urban　plume
　モデル

米国METROMEXプ・ジェクト
日本：人間生存特定研究開始

米国RAPSプ・ジェクト
大後・長尾：都市気候学刊行

国連人間環境会議（Stockholm）

南関東大気環境調査

Oke：都市キヤノピー層と都市大気境界層

環境科学特別研究

河村編：都市の大気環境刊行

Landsberg：urban　climate刊行

WMO熱帯地域の都市気候学技術会議
　（Mexico）

　2．都市気候研究史の時代区分

　都市は狭いところに人口が集中し，活発な人間活動が

営まれます．その結果，都市では周囲の郊外や田園地域

と異なる気候状態が作り出されます．その代表的な現象

＊Recent　trend　ofthe　researches　on　urban　climate．

＊＊T・Kawamura，筑波大学地球科学系．

1989年4月

がヒートアイランドすなわち都市の高温であることは周

知の事実です．このような都市気候が知られたのは19世

紀のはじめですが，事実認識の内容には，今日までにか

なり大きな時代変遷が見られました．都市気候研究の発

展の指標になる事項を拾って簡単な年表を作ってみまし

た（第1表）．

　1950年代にわが国でまとめられた二つのレビューぺ一

パーでは，いずれも都市気候学の研究史を3期に時代区
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分しています（吉野1957，福井・矢沢1957）．それによ

ると第1期は19世紀はじめから1920年代まで，第2期は

1920年代の終りから1950年代まで，第3期は1950年代以

降ということになります．

　第1期はHoward（1818）のロソドン，Renou（1855）

のパリなどの調査にはじまり，欧米の諸都市を中心に都

市の高温現象などの発見に見られるように，都市が周囲

の田園地帯と気候が異なることを発見した時期です．第

2期は気候要素とくに気温の地上分布の究明が行われた

時代で，Schmidt（1927）のウィーン，Peppler（1927）

のカールスルーエにおける自動車を用いた移動観測法の

導入が契機となって，世界各地の都市で観測が行われま

した．1950年ごろから測器に電気抵抗温度計が採用さ

れ，都市における移動観測が効率よく短時間に行われる

ようになりました．その結果，同一都市について反復し

て観測が行なわれ，都市気候現象と総観場との関係や気

温分布と土地利用の関係などが定量的に求められるよう

になりました．

　第3期は，都市気候の観測が三次元的に行われ，ヒー

トアイラソドの立体構造が解明されるとともに，人間活

動に伴う気候の改変として注目され，多方面にわたって

研究が進められるようになりました．その契機となった

のはDuckworthら（1954）のカリフォルニアの3都市

における研究です．この研究はヒートアイランドという

用語を初めて用いたぽかりでなく，都心部と市外の2地

点の気温の鉛直分布を比較してクロス・オーバー現象を

発見するなど都市気候の分野の画期的な研究でした．こ

の研究は各国の気候学者に影響を与え，わが国でも，前

述の都市気候の総合研究が企画されました．

　現在の都市気候の研究の旗頭として衆目の一致する

Oke（1g82）は，Symons　Memorial　Lecture“都市ヒー

トアイランドのエネルギーから見た基礎”の中で次のよ

うに述べています．「自然現象の科学的調査は次のような

順序で発展する．①現象の発見と記述→②現象の特性と

他の要因との統計的な関連づけ→③現象を惹き起こす過

程の研究→④現象の振舞を予知する過程反応モデルの構

築．都市気候の分野では，都市の影響についての研究は

過去150年にわたって①と②の段階の研究が行われ，都

市気候の成因の物理過程や物理数値モデルの作成といっ

た③④の段階の研究は1960年代の終り頃からである」．こ

のことは第3期の実質的なスタートは，数少ない例外的

な研究を除けば，1968年にChandlerの提唱によって開

かれたWMOのシンポジウムであったと言うことがで

8

きるでしょう．

　印刷論文の数もこのような学問の発展の跡を忠実に示

しています．第1段階の研究の集大成とも言えるKratzer

（1936）の報告書の初版には225編の論文が引用されてい

ますが，戦前の第2段階の部分を含む改訂版（Kratzer

1952）には553編の研究が盛られ，第2段階の集大成と

みなされるChandler（1970）には1967年までの1800編

が収録されています．第3期に属するその後の研究論文

の総合報告はOkeによって（1974）1968－1973年，

（1979）1973－1977，（1982）1977－1989の3回にわたっ

てまとめられていますが，収録論文の数は，それぞ池，

377，554，568，と10年余りの期間に，1967年以前の全論

文数に匹敵する数が発表されています．

　このような彪大な数の論文を引用して展望すること

は，もちろん不可能です．ここでは都市気候に関する総

合報告のレビューぺ一パーを文末の文献表に挙げ，それ

以外の文献はとくに本文に引用したものに限ったことに

いたしました．また第2期以前は，吉野（1957），河村

（1978）な：どに報告されているので，それに譲り，それ以

後も河村（1977）や，吉野（1977），河村（1979，1987）

との重複を避けて，当面の課題に結びつくように，最近

の研究の動向を述べることにします．

　3．第3期の研究の発展

　1960年代の後半は先進諸国の戦後経済復興に伴う高度

経済成長が頂点に達し，公害問題や人間活動に伴う不注

意な気候改変などの環境問題がとり上げられました．大

気汚染対策として実施された高煙突の建設は大気境界層

の研究を促しました．Boundaly　Layer　Meteorologyの

国際学術誌が創刊されたのは1969年です．ヒートアイラ

ンドの三次元構造を示すモデルとして，今日でも代表的

な，都市プルームのモデルの基礎となったシンシナティ

の観測も同じ年に発表されています（Clark1969）．同じ

ころヒートアイランドの数値シミュレーションの嗜矢と

なったMyrup（1969）の論文が発表され，従来全く考

えられていなかった地表面からの水分の蒸発が都市では

少ないことが，ヒートアイランドの成因として重要であ

るという指摘が注目を集めました．

　また都市気候の研究の中で，まとまった結論が得られ

ていなかった降水に及ぼす都市の影響の解明に重点をお

いた大規模なプロジェクト研究（METROMEX）が

米国で1970年代のはじめに行われました（Changnon

1981）．彼は米国の諸都市の都市化に伴う気候改変につ

、天気”36．4，
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第2表　都市化に伴う気候改変（Changnon，1974）
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要　　素

目　　　射

気　　　温

相対湿度
良視程日数
霧

風

曇

降

降

雪

日

天

水

雪

日

数

速

日数
量

量

数

大気汚染濃度

年

　・一22％

　十1。C

　　－6％

　一25％

　＋60％

　一25％

　　＋8％

　＋14％

　±10％

　＋16％
＋1，000％

寒　候　期

　一34％

　十20C

　　－2％

　一34％

　＋100％

　一20％

　　＋5％

　＋13％

　±10％

　　＋5％
＋2，000％

暖候期
一20％

十〇．5。C

　－8％

一17％

＋30％

一30％

＋10％

＋15％

＋30％

＋500％

いて気候要素別のとりまとめをし（第2表），それまで

言われていた微雨日数だけでなく，降水量，降雪量・雷

雨日数の増加を統計値で明らかにしました（Changnon

1974）．また降水量の増加は，都市域の風下側の市外で

著しいことを指摘したことも注目を集めました．

　都市気候の諸現象の中で人間活動に影響がもっとも大

きいのは大気汚染です．大都市の都市化の進展と，都市

における汚染物質の排出量の増加によって，大気汚染の

広域化と汚染物質の長距離輸送が重視されるようになり

ました．METROMEXに続いてRAPSやSTATE

の大規模研究プロジェクトが行われ，汚染物質大気中で

の変質過程が詳しく研究されました．

　このように1970年代には多方面にわたる都市気候の研

究が行われたわけですが，その中でも古くから多くの研

究がある都市の高温現象についても，前章で触れたよう

に研究の発達段階の③④にあたる研究が活発になりまし

た．この研究が遅れた原因の一つは，関与する要因が複

雑なことです．都市化によって都市域で生じる放射収

支・熱収支の変化の過程を整理してまとめた第3表を見

ても，このことがうかがえます（山下1986）．

　また都市の内部構造，都市機能などの都市による差異

など都市自身のちがいのほか，都市の立地している地形

環境によっても，都市気候は影響を受けます．Goldreich

（1984）は，都市の地形環境が谷間の尾根・高地・斜面・

海岸（湖岸）であることによって，都市気候の受ける影

響を論じ，都市地形気候学（皿ban　topoclimatology）と

呼びました．Park（1987）は，日本国内の諸都市のヒー

トアイランド強度（都市内外の気温差）を比較した結果，

盆地・内陸平野・海岸の順にヒートアイランド強度が小

さくなることを明らかにしております．

　以上で第3期の約20年間の都市気候研究の流れの多様

な発展の様子を垣間見ることができると思いますが，次

にその中から，三つの話題を選んで，もう少し詳しくお

話をしたいと思います．

第3表

都

市

化

1989年4月

一人

都市化によって惹起される放射収支および熱収支の変化（西沢1977を山下1986改訂）

　　　　　　　　　地表状態の変化　　　物理的特性　　放射収支および熱収支への影響

　　　　　　　→人間の物質代謝の増加一一→熱の排出　　　　→地表の熱収支

　口　集　中一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　→熱の排出　　　　→地表の熱収支
　　　　　　→エネルギー消費の増加一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　→エア・ゾルの放出→大気の放射収支

一地表の改変一

一生活空間の拡大一

　（地上・地下）

一地表形態の変化一〔灘窪変化二癬肇射収支

→人工的な構成物質一

→アルベドの変化一一地表の放射収支

→熱伝導率の変化一一土壌中の熱輸送

→透水性の変化　　→潜熱輸送と水収支

一一ネルギー消費の劇：響1ルの担，出：契嚢瓢護支

一地表形態の変化｛総麗竣嚢黙放射収支
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　4．最近の都市気候研究の三つの話題

　4．1　都市キャノピー層と都市境界層

　都市気温の成因論は70年代に入って目ざましい進歩を

しました．その様子は，すでに私がまとめたこともあり

ます（河村1977b，1979）ので，ここでは省略させてい

ただきます．またこれと対をなすモデリングについて

は，Bomstein（1986）の総合報告があり，148編の論文

を整理して，その進歩の様子と現状での問題点を極めて

要領よく述べているので興味のある方は御参照いただく

とよいと思います．

　70年代の成因論の発展の上で見逃すことができないも

のとして，数多くのヒートアイランドの研究に一線を画

したのは，都市をおおっている大気層を，屋根面から下

の地面との間の層（都市キャノピー層）と屋根面から上

の大気層で上空の逆転層（安定層）で上限を限られる層

（都市境界層）に分けて取扱うことの重要性の指摘です

（Oke1976）．第1図は，その状態をモデル化したもの

です．

　これまでの多くの研究では，ヒートアイランドを地上

付近の気温分布図として捉えたものが大部分です．都市

内外の気温差（ヒートアイランド強度）は，地上付近で

は大きいけれども，屋根面から上空では急激に小さくな

ります（河村1977a）．これは屋根面から下の大気層で

は熱の貯蔵が行なわれていて，屋根面から上の大気層の

熱輸送や放射収支とは異なっていることを意味します．

これまで屋根面から上空の大気層の詳しい観測を，ビル

の谷間の大気層の観測と同時に行った研究が少なかった

ことも一因ですが，屋根面を境にして上下の大気層を別

にして取扱うことの必要性に気付いて，まともに取扱っ

た研究は，Okeがはじめてです．

　都市キャノピー層は，建物の壁面で囲まれたビルの谷

間（都市キャニオン）に代表される小空間の集合です．

地上から上を見ると建物の間から空がのぞいて見えるわ

けですが，ビルの屋上から上を見ると一面の天空で，こ

の違いが都市境界層との差異を象徴しています．都市キ

ャノピー層と都市境界層のエネルギー平衡の式

　　＊q＋qFニqH＋qE＋∠qs＋∠qA

の各項の都市の高温への寄与をまとめたのが第4表で

す．（q＊：正味の敦射熱流束，qF：人工熱，qH：顕熱

輸送量，qE：潜熱輸送量，∠qs：熱貯蔵量の変化，∠qA：

顕熱・潜熱の正味の水平輸送）

　都市キャノピー層内では，都市キャニオンの凹凸の影

響で短波・長波放射収支が変化する．都市の地表面舗装や

10
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第1図　都市キヤノピー層，都市境界層のモデル

　　　　（Oke1976による）

建築物の材料の特性で日中の熱が貯えられ，夜間放出さ

れる．裸地と植生の減少のため蒸発散の減少が潜熱輸送

量を減少させる．風速の減少が顕熱輸送量を減少させる．

人工熱の壁面からの供給がある．汚染空気が影響で温室

効果が高まる．などの原因で高温になります．これに対

し都市境界層内では，キャノピー層からの暖気の流入，

煙突や屋根からの人工熱の流入，ヒートアイランド上部

の安定層からの顕熱の下向き輸送，汚染大気の温室効果

のために高温がもたらされるといった相違があります．

　都市キャノピー層内のエネルギー収支については，比

較的観測が容易なので，わが国でも諸外国でもかなりの

数の実証的な研究が行われております．ヒートアイラン

ドの形成要因の指標として，天空率（skyview　factor）・

非透水性面積率・粗度・建物の高さ・土壌水分などを計

測し，気温やヒートアイランド強度と関係づける試みも

なされています（福岡1983，山下1986，0ke1982など）．

第2図はその一例で，世界各地（温帯）の都市について，

キャノピー層内における真夏の静夜に観測されたヒート

アイランド強度の最大値と天空率との関係を表わしてい

る．真夏の静夜をとった理由は人工熱や移流の影響を無

視できると考えたからです．天空率は都心部の都市キャ

ニオンの地面上から上空を見上げたときに視界に占める

空の面積の割合を示しています．この図では天空率が小

さいほどヒートアイランド強度が大きいことが明らかで

、天，気”36．4．
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第4表　都市のヒートアイランドの原因（Oke1976）

都市の高温をひき起こすエネルギー平衡を変える項

A．キヤノピー層

　1．短波放射の吸収量の増加

　2．空からの長波放射の増加

　3．長波放射損失の減少

　4．人工熱源

　5・顕熱貯蔵の増加

　6．蒸発散量の減少

　7．乱流熱輸送の減少

B．境界層
　1．短波放射の吸収の増加

　2．人工熱源

　3．下層からの顕熱の流入の増加

　4．上空からの下向き顕熱貫入量の増加

エネルギー平衡の変化のもとになる都市化の特徴

キャニオンの幾何学的形状一表面積の増加と多重反射

大気汚染一吸収と再放出の増加

キャニオンの幾何学的形状一天空率の減少

建物と輸送交通機関の熱放出

都市の構成材料による熱アドミタンスの増加

都市の構成材料による防水作用

キャニオンの幾何学的形状一風速の減少

大気汚染一エエ・ゾル吸収の増加

煙突からの熱損失

キャノピー層や屋根からの熱流束の増加

ヒートァイランド粗度一対流貫入の増加
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第2図

0．2 0．4 0．6 0．8

　　　　　　　　　畢　　　　　　　　ψ5

諸都市のヒートアイランド強度の最大

値と都心の天空率（ψs）との関係

（Oke1982）

す．

　4・2　異なる地域の都市気候

　20世紀後半は都市化の時代と言われ，

1989年4月

1．0

都市への人口集

中が著しく，その結果，わが国でも戦後の高度経済成長に

伴って大都市や地方の中核都市の急激な人口増加と市街

地の拡大が起こり，反面，農山村の人口減少が過疎の問

題を惹き起したことは周知のとおりです．都市化の進行

は先進諸国より少し遅れて開発途上国でも起りました．

開発途上国は人口増加が先進国よりも激しいのですが，

都市化はこれにも増して急激です．第5表の人口100万

以上および10QO万以上の巨大都市の数の年代を追った増

加傾向は驚くばかりです．ところがこれらの開発途上国

の多くが熱帯にあります．前述のように多数の都市気候

に関する研究論文があるにもかかわらず，そのほとんど

が亜熱帯から温帯地方にある先進国に関するもので第5

表に見られるように熱帯の都市についての研究は極めて

少数です．（Jauregui1986）．

　都市気候の成因の物理的な機構は気候帯が異なっても

共通点が多いと思われます．その境界条件が違います．

緯度帯が異なれば太陽高度や昼夜の時間が違うし，気候

帯が異なれば，日射・日照をはじめとするさまざまな気

候要素の値が異なり，気温の高低，湿潤・乾燥の状態が

違います．また都市の構造やそこで営まれる人間活動の

状態が異なります．たとえば熱帯のほとんどの大都市

は，かなりの面積をスラムが占めていることはその一例

です．人工熱の発生量は亜寒帯や温帯の都市と比べると

はるかに少ないでしょう．家屋の材質や構造も先進国と

は異なる場合が少なくありません．居住環境も異なりま

す．

11
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第5表（a）人口100万人以上の熱帯都市数

地 域

熱帯ラテンアメリカ

熱帯アフリカ

南アジア

（インド，パキスタン）

東南アジア

合 計

1940

6

1960

12

6

10

9

37

1970

16

7

｝29

52

1985

24

13

20

11

68

第5表（b）人口1，000万以上の巨大都市数

地 域

世　界

先　進　国

開発途上国

世界最大の都市の概略

の人口

1950

2
2
0

10

1980

10

4
6

20

2000

25

5
20

30

第5表（c）1968年一1980年の間の都市気候に関する

　　　　　論文の数の比較（Jauregui1986）

木　　間

1968－73

1974－76

1977－80

低緯度の都市

8
5

13

中緯度の都市

368

475

554

比率（％）

　そのようなわけで熱帯の都市気候の研究が焦眉の急と

なってぎました．1984年末にMexico　Cityで開かれた

国際会議は，1968年のBrusse1で開かれた会議と同様

に，今後の都市気候研究の一つの節目になるものと思わ

れます（WMO．1986）．

　都市化が進むと都市気候が変化し強まることは充分考

えられることです．過去の実況に基いた都市気候の変化

については，吉野（1977）の総合報告にまとめられてい

ます．将来予測は必ずしも容易ではありませんが，都市

の規模の尺度として人口数をとり，都市内外の最大気温

差との関係を求めた第3図は，一つの手がかりを与えて

くれます．ここでいう最大気温差とは，気候学者が年間

数回ないし数十回観測した都市内外の気温差の最大値を

指します．図中に引いた傾向線の実線と長破線は北米と

西欧について（Okeによる），鎖線は日本について（福

岡による），短破線は韓国について（Parkによる），求

めたものです．

12

　この図から，北米諸都市の場合，人口増加に伴う都市

温度の増加が大ぎいが，西欧はそれに比べてややゆるや

かであること，日本と韓国は人口30万付近を境にして，

人口増に対する都市温度の増加傾向が異なり，日本の場

合，中都市から大都市では，北米諸都市よりも大きいこ

とがわかりすま．この原因は現在推測の域を出ません

が，福岡はそれぞれの地域における都市構造・都市活動

・気候帯のちがいを挙げています．Parkは人口30万付

近で傾向線が折れることについて，都心部の高層建築や

中心業務地区（CBD）の分化の有無などにみられる都市

構造の小都市と大・中都市との間の差異が反映している

と考えています．

　このような点からも，地理的条件の異なる熱帯都市は

もちろんのこと，寒帯や乾燥地域など，これまで研究の

少ない地域の都市気候の研究を推進することが必要で

す．

　4．3　都市の大気環境の研究

　前述のとおり都市気候の中でもっとも甚しく人間生活

に影響するのは大気汚染です．戦後，都市の大気汚染

は，公害の代表的なものの一つとして，とくに先進国で

は集中的に研究が行われ，実態の把握・発生の機構・対

策等にわたって，かなりの部分の研究課題は解決された

とも言えるかもしれません．大気汚染の研究の主要な目

標は，広域汚染やリージョナルやグローバルスケールの

汚染に移っているとも言えるでしょう（河村1987）．

　これとは別に，都市生活の快適性（amenity）の研究が

大気環境の主要な部分を占めるようになりました．とく

に居住環境としての都市気候の研究は近年の都市気候の

研究の大きな柱として，国外で早くから注目され，推進

されてきました．1968年にChandlerの呼びかけで都市

気候学と建築気候学の国際会議がBrusse1で開かれたの

が，その最初で，1984年にOkeが中心になってMexico

Cityで開かれた都市気候学の熱帯地域への応用の国際会

議もこの系譜にあるものです．わが国でも近年，建築学

や都市計画などを専門とする研究者が本学会に入会した

り，都市気候の本格的な研究に取組むことが珍しくなく

なりました．このように気象学では応用分野ですが，大

気環境としての都市気候研究も将来発展させなければな

らない課題です．

　この視点でみると，たとえばヒートアイランドと関連

した例として，大都市の夏の熱帯夜の増加が挙げられま

す．都市内外の気温差は，一般に冬に大ぎく，夏は小さ

いのです．東京はこの差がとくに大きいことで知られて

、天気”36．4．
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第3図　都市の人口とヒートアイランド強度の最大値との関係（Park1986）

いますが，日最低気温の月平均値で見る限り，夏は2。C

程度です．しかし温度差が小さい割には都市内に住む人

は，郊外に住む人と比べて夏は暑くて住みにくいと言わ

れています．この原因は風の弱いこと，コンクリートの

壁面や道路の高温の影響が夜間まで持続することなどが

考えられますが，その他に夏の夜の気温が市外では25。C

以下に下るのに，市街地では25。Cを上廻る日が多く，

寝苦しく感じるという訳です．第4図は1985年8月の東

京付近の熱帯夜の日数の分布図です．1950年代の前半に

は8月の熱帯夜の日数は都心でも5日以下でしたが，そ

の後次第に増加し，都心では25日を越えています．しか

し市外では依然として5日未満で変っていません．

　5．都市気候の研究の当面する課題

　最後に都市気候の研究の当面する課題を思いつくまま

に列挙して結びといたします．

①

②

③

④

⑤

都市境界層の解明（とくに観測）

都市キャノピー層内の水分輸送

都市キャノピー層と都市境界層のモデルの結合

都市気候と地形条件

都市の環境間題：居住への応用・開発途上国の都

市の大気汚染

1989年4年

ぼ　む　　ヨガギしサド　ラコ

繍シヂ．’！き・．

、莚ヤ鴫「

望1裟婆轟議、㌶纏羅”繭猷｝，　鞭3・・一’糠獣

第4図

斤、 ＼…髪ノ
　　　，’．’ニマ圃’～」，．

　　孤・トゴ、1ズ摂・！
　ン袖7’沸〆’ご，F＝二’r・つ

に　ニ

黙警
，．楼

濃葉

東京およびその周辺地域における1985年

8月の熱帯夜の日数の分布

　⑥　熱帯や乾燥地域など異なる気候地域の都市気候

　⑦　都市の周辺地域の気候への影響

　時間（紙面）の制約のため舌足らずの話になったこと

を御容赦いただきますよう．また引用文献も極度に切り
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つめ，総会報告を中心にしたことをお詑びいたします．

（追記）本年11月5日～11日　京都国際会議場で，都市

気候・計画・建築の国際会議が，当学会も共催団体の・一

つとなって開かれます．
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新用語解説について

　天気編集委員会では，「天気」をより親しみやすく読

みやすいものにしていくために，様々な企画を行ってい

ますが，その1つとして，r用語解説」を復活させるこ

とになりました．天気のr用語解説（新語解説）」は，

1971年から1976年まで6年間にのべ67回（用語数は128）

にわたって掲載され，その時々のトピックに関係した用

語や，基本的な用語をわかりやすく解説したものとして

好評でしたが，言葉の選択（新語の種切れ）などの問題

で終了していたものです．

　その後，10年以上を経過し，気象の様々な分野で新し

い言葉が誕生し，また，ますます多くの略語が使われる

ようになっています．しかも，気象の分野の多様化・専

門化も激しく，少し疎遠な分野の言葉には見当もつかな

い言葉があると思います．そのような用語，また，基本

的な言葉でも重要なわかりにくいもの，誤って使われや

すいものなどを，専門以外の人にもそのイメージ（重要

性）がつかめるように分かりやすく解説してもらうとい

う趣旨で行っていきたいと思います．

　掲載は，今月号から，毎月1つ，なるべく説明のため

の図をつけていただいて1ぺ一ジの予定ですが，新用語

の言葉だけの解説の場合などは，半ぺ一ジからとしたい

と思います．上部のタイトルの分を除いて25字×37行＝

925字が半ぺ一ジ，1850字が1ぺ一ジです．

　編集委員会でも対象用語を選択中ですが，読者の皆さ

んからも，（1）解説して貰いたい希望の用語，および，

（2）自分が使っていて宣伝したい用語の解説原稿，をお

寄せいただけたら，と思います．図の分を差し引いて字

数を決めて下さい．

　なお，1971年から1976年までの「用語解説・新語解

説」で取り扱われた用語は，気象学会100周年記念「天

気」特別号（1982年）4月号の索引に載っています．

いろいろな略号については，「国際学術団体について」

（1972年1月用語解説）や，r気象学・海洋物理学研究者

のための略語集」（1975年10月）がありますので，どう

ぞご利用ください．

用語解説希望用語，用語解説原稿のあて先は，

①天気編集委員会

もしくは，担当編集委員の

②〒164東京都中野区南台1－15－1

　　東京大学海洋研究所　中村晃三

です．読者のみなさんのご協力をお願いします．

1989年4月 15


